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絹絲蟲飼料植物葉の腺毛に就て

中曾根長男

　著蔚は昭和9年晩秋期｝こ尚紳長しつNある桑樹の鰍楽を鏡槍中、濃の爽裂爾剛に亘り無数の

梶俸歌突起の存在する駆を棚察し海が共の衝洲査の結身さ骸突起物は爽皮細胞よ’り生じ、桑葉の

磯芽、囲葉及葉齢の若きll与代に於て何等かの∫1三運i酌溺賊有する一一・　Tl’r｛の腺Zなる：琳齢1ゆ涜此

種の腺毛に就ては1斑にEngler・PratntI．（Nattirliche　pflanzen　Familien．　Ilf．　Tei1，　S，67）にょ

り所謂Per1血こiseu（翼瑚ξ腺）として澗照れてをり…1ゆ｛ゆ記載あるも剛ゆ～k遼；E的瀾鰍不

明である。

　著蔚は桑の外数種の絹懸韻飼料航1｛勿葉に就ても槻整し海るを以て、以下その大要を記辿して

見よう。

形　　　態

　桑葉の腺毛献表皮細胞より生じ椚部と撒佃の細胞を含める膿細胞嚢よりなる。（附圖滲照）

葉の表褒に槻らるSも牛なに表薦に多く、製術に於ては藥”永に聾穿ひて夢し。芽の脱苞期甫駐後に方急て

は腰生の途上にある種々なる階梯のものが認めらる。開葉當時のものでは各腺紬胞は何れも桑

も肥大充實してゐるが閉漿後20「1を維週せば既に萎縮して殆ど」寒機能を荷しないもの玉如くで

ある桑葉に於ては充分威長iせるものは1り『謂翼珠瓶をなすも典の形態は植物により夫女圃有の形

態を有し特に栗に於けるものは火盃釈をなしてゐる。腺屯は一般に無色にて藥線素を欲くが開

葉後に於ては独々淡黄色を呈し、醤に構に於ける腺電細胞は鮮淡紅色を翌してゐる。大さは調

査植物の範圃にては腺綱胞嚢の」翼樫40－60／1，短懲15－30μ，柄部の長さ約20－50／iである。柄部

は桑，柘及楮に於ては一飾なるも栗、櫟及桝に於ては数飾よりなる。桑、柘及楮に於けるもの

は形態略々数似してゐるが共の数は楕に最も少い◎これは毛茸と相關々係あるものム如く、桑

葉に於ても毛桑なる品種に於ては典の数が遊だ少い。篇柳には富管歌の電穿は瀞しく多きも桑

に於ける如きものは観察出來なかつ7e。

　櫟と楢に於けるものは桑のものよわ禰々畏形、叉票に於ては遊だ大形にして型も3ζ著しく異

る。．ヒ罷各植物に於ては托fnC　tz，は認められない。腺紬胞の内容は還元糖稲々多く脂肪も擬察し

褐たるも沃慶力1果による澱粉の反慾は陰性であつだ。次に各棺物葉に於けるものを比較表示す

ると下表の：如くである。

葵　　　　葉

析　　　　葉

楮　　　葉
櫟　　　　葉

桝　　　　葉

栗　　　　葉

腺毛数　　　腺趨胞誕の大さ＿

一一

＝Q＿．。＿＿．＿篇奨」正i蔓一一＝L璽」監。：。、，

一般に多し　　　3融

同　　　上　　　　”

桑より多し　　　o
匿郎　　　　　上　　　　　25－30

同　　　上　　　　”

比較的多し　　　50

　｛SOIx

　〃

　ウ
hs，

　〃

15－20
e

柄部の畳さ

25－401ム

　〃

　〃

25＿50

　〃

15－30

色　　調 形　　状

勲色一淡黄色　　　幌棒状

　〃　　　　〃　　　　　　　　　〃

　〃　　　　〃　　　　　　　　〃

淡黄一淡紅　　　　　”

　凸」　　　　〃

無色一淡費　　　　盃　状



ig6　　　　　　　　　　鍛　　糸糸　　雛　　灘　　誌　　　　　　　　〔魏九巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　i階

　腺毛存在の葱義に就てza　一一つは焚芽に當り餐葉片の蜷茄を防宙、腺紬胞の膨堕緻こよ1）磯芽開

葉を容易ならしむる事、二つには當時の表皮細胞には多量の糖炎1竃（主として澱粉）が欝積され

てゐるる事と之より獲生してゐる腺毛細胞に蓮元糖の含腐多き黙よゆして一種の蜜腺の如蓉作

用をなし蟻共他の盆鐡を誘ひ鰍葉期に於ける害敵の被害を発れる爲のものならんとの霧寮を下

し碍るが其の生理的意響髭並に作用の究明は樹今後の研究に倹つ蜘が多い。

　本文獲表に當り御敬示を賜りtaる遠藤数授に封し深甚なる敬意を表する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　（於　茨城縣鷲業試験場）
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　　　　　　　　　附　圃　説　明

工桑葉の腺毛

　　　A芽に於けるもの　　　B開葉20日国のもの

　　　C　嚢芽當時のもの

　　　　d腺細胞　　e…織細胞　，h毛ユド・

　　　　s柄部　　st澱紛粒　　　　ゴ
II柘葉に於けるもの

皿票葉同i二
工V櫟葉　同上

V楢葉　同上
　　　　　　　　（受理　昭和1肺2月1口）


